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１ 

川
添
地
名
の
由
来
と
現
況 

高
松
市
東
部
の
旧
村
名
で
、
旧
山
田
郡
の
元
山
村
、
山
崎
村
、
下
田
井
村
の
三
ヵ
村
が
明
治
二
十
三
年

（
１
８
９
０
年
）
の
「
町
村
制
」
発
布
と
と
も
に
川
添
村
と
称
し
た
。
そ
れ
か
ら
九
年
後
の
明
治
三
十
二

年
（
１
８
９
９
年
）
郡
廃
合
の
結
果
、
木
田
郡
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
五
十
七
年
後
の
昭
和
三
十
一
年
（
１

９
５
６
年
）
の
高
松
市
第
五
次
合
併
に
際
し
て
高
松
市
に
編
入
合
併
し
、
旧
元
山
村
が
元
山
町
、
山
崎
村

が
東
山
崎
町
、
下
田
井
村
が
下
田
井
町
に
町
区
画
さ
れ
た
。 

そ
の
面
積
四
・
五
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
村
名
の
由
来
は
、
こ
の
地
区
内
を
春
日
川
と
新
川
が

北
流
し
、
そ
の
両
河
川
に
添
っ
た
地
域
と
い
う
こ
と
で
川
添
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
形
的
に
は
、

新
川
の
東
北
に
石
清
水
神
社
や
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
政
策
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
っ
た
久
米
寺
跡
、
高

松
茶
臼
山
古
墳
な
ど
旧
跡
の
多
い
地
域
で
あ
る
。 

 

そ
の
他
は
概
ね
平
た
ん
な
地
形
で
あ
る
。
ま
た
近
年
琴
電
長
尾
線
の
一
部
高
架
化
や
高
速
道
路
の
開
通
、

さ
ら
に
は
高
松
長
尾
大
内
線
バ
イ
パ
ス
の
完
成
な
ど
、
高
松
中
心
部
と
の
交
通
や
高
松
中
央
Ｉ
Ｃ
か
ら
県

外
へ
の
往
来
が
至
便
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
都
市
計
画
の
線
引
廃
止
も
加
わ
っ
て
、
今
や
川
添
地
区
は
郊

外
田
園
地
帯
か
ら
良
好
な
住
宅
地
、
ま
た
大
型
商
業
地
区
と
し
て
の
色
彩
を
強
め
て
い
る
。 
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２ 

梶
原
芭
臣
旧
宅
跡 

 

俳
諧
に
通
じ
、
県
議
・
川
添
村
長
を
務
め
る 

 
梶
原
家
の
屋
敷
は
、
川
添
村
水
田
の
今
は
東
山
崎
町
五
十
番
台
一
帯
に
あ
っ
た
。 

俳
号
を
喜
次
郎
芭
臣
と
号
し
、
名
を
梶
原
景
年
と
い
う
。
家
業
は
売
薬
を
営
み
屋
号
を
「
亀
屋
」
と
い
っ

た
。 亀

屋
膏
薬

こ
う
や
く

と
い
っ
て
貝
殻
に
薬
を
入
れ
て
口
を
色
紙
で
封
を
し
た
軟
膏
は
遠
く
紀
州
ま
で
名
を
知
ら
れ

た
。
眼
薬
、
胃
腸
薬
、
は
れ
も
の
薬
な
ど
は
「
亀
屋
の
貝
殻
く
す
り
」
と
し
て
よ
く
売
れ
財
を
成
し
た
と

い
う
。
父
祖
三
代
に
渡
っ
て
俳
諧
を
よ
く
し
、
幼
少
の
頃
か
ら
父
に
俳
句
を
学
び
景
年
も
ま
た
俳
諧
に
長

じ
俳
号
を
甲
子
童
、
二
観
堂
、
雪
月
蘆
と
も
号
し
た
。 

 

大
正
元
年
（
１
９
１
２
年
）
に
南
無
庵
七
世
を
継
ぎ
、
俳
誌
「
俳
湖
」
（
木
版
刷
り 

和
紙
）
を
初
版
し

た
。
昭
和
元
年
（
１
９
８
９
）
南
無
庵
を
門
弟
に
譲
り
、
自
ら
「
屋
島
荘
」
と
号
し
て
俳
道
に
精
進
し
た
。

明
治
三
十
六
年
（
１
９
０
３
年
）
か
ら
二
期
香
川
県
議
会
議
員
を
務
め
た
。
の
ち
大
正
九
年
（
１
９
２
０

年
）
六
月
か
ら
大
正
十
三
年
（
１
９
２
４
年
）
六
月
ま
で
川
添
村
長
を
務
め
た
。
大
正
十
三
年
（
１
９
２

４
年
）
還
暦
を
機
に
す
べ
て
の
公
職
を
辞
し
た
。
没
六
十
四
才
。
氏
の
門
弟
た
ち
が
没
後
そ
の
功
績
を
讃

え
る
た
め
、
屋
島
山
上
の
屋
島
寺
境
内
に
、
龍
が
玉
を
喰
わ
え
た
御
影
石
の
句
碑
を
建
て
た
。
石
の
球
面

に
は
師
の
次
の
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 
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松
に
月 

 

古
き
景
色
に 

 
 

 
 

 

時
雨
け
り 

 

芭
臣 

  

３ 

弘
法
の
泉 

讃
岐
国 

山
田
郡 

山
崎
郷 

八
反
地 
旧
長
尾
街
道
北
沿
い
に
「
弘
法
さ
ん
の
出
水
」
と
呼
ん
で
、

今
も
地
域
の
人
々
が
大
切
に
保
存
し
て
い
る
泉
で
あ
る
。
弘
法
大
師
（
空
海
）
が
ま
だ
若
い
頃
、
屋
島
へ

向
か
う
途
中
こ
の
地
の
庵
に
立
ち
寄
っ
て
休
憩
を
と
っ
た
。
そ
の
尼
が
「
こ
の
地
は
水
が
乏
し
く
て
思
う

よ
う
な
お
接
待
も
で
き
ま
せ
ん
が
」
と
い
っ
て
一
椀
の
茶
を
差
し
出
し
た
。
大
師
は
茶
を
い
た
だ
い
て
立

ち
上
が
り
、
そ
の
付
近
を
歩
い
て

錫
し
ゃ
く

杖
じ
ょ
う

で
ト
ン
ト
ン
と
突
い
て
「
こ
こ
を
掘
り
な
さ
れ
」
と
言
っ
て
里

人
た
ち
と
一
緒
に
土
を
掘
り
返
し
た
と
こ
ろ
、
不
思
議
に
も
昏
々
と
清
水
が
吐
き
出
し
た
。
里
人
た
ち
は

屋島寺門前の梶原芭臣の句碑  
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大
喜
び
し
て
掘
り
起
こ
し
た
周
り
を
竹
で
囲
ん
で
大
切
に
飲
み
水
と
し

て
使
用
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
地
方
で
疫
病
が
流
行
し
た
と
き
、
こ
の

泉
の
水
を
飲
ん
だ
と
こ
ろ

忽
た
ち
ま

ち
に
し
て
病
は
退
散
し
た
。
里
人
た
ち
は

今
更
な
が
ら
大
師
の
徳
を
偲
ん
で
傍
ら
に
祠
を
建
て
て
朝
夕
礼
拝
し
た
。 

 

今
も
こ
の
出
水
に
は
鯉
が
群
れ
を
な
し
て
泳
ぎ
回
り
、
村
人
た
ち
は

弘
法
の
出
水
と
呼
ん
で
大
切
に
保
存
し
利
用
し
て
い
る
。 

 

八
反
地
出
水
の
由
来
（
弘
法
の
泉
） 

当
所
は
弘
仁
元
年
弘
法
大
師
空
海
た
り
し
頃
久
米
寺
参
拝
の
み
ぎ
り
当
所
の
庵
（
釈
門
）
に
立
ち
寄
り
休
憩

な
さ
れ
た
と
き
庵
主
の
申
す
に
此
の
地
は
水
が
乏
し
く
思
う
よ
う
な
ご
接
待
も
出
来
ま
せ
ん
。
と
申
す
と
此

の
時
大
師
は
立
ち
上
が
り
そ
の
近
辺
を
歩
き
持
っ
て
居
た
る
錫
杖
に
て
、
ト
ン
ト
ン
と
突
い
て 

此
の
処
を

掘
り
な
さ
れ 

と
言
わ
れ
、
村
人
と
共
に
其
の
場
所
を
掘
る
と
忽
ち
其
の
所
よ
り
昏
々
と
清
水
が
湧
き
出
た

る
を
見
て
、
今
更
の
如
く
里
人
は
驚
き
大
師
の
尊
さ
を
感
じ
る
。
村
人
集
ま
り
来
た
り
て
早
速
此
の
処
に
竹

杭
を
打
ち
込
ん
で
囲
ん
だ
と
言
わ
れ
、
誰
言
う
と
も
な
く
弘
法
の
泉
と
言
わ
れ
、
多
く
の
茶
人
が
好
ん
で
霊

泉
を
所
望
し
た
と
申
す
。 

撰
文 

下
田
井
町 

当
所
水
神
さ
ん
の
御
祭
神
は
岡み

つ

象は

女
神

め
の
か
み 

小
比
賀 

唯
一 

八
反
地
自
治
会 

弘法さんの出水と祠 
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４ 

金
毘
羅
燈
籠 

旧
長
尾
街
道
を
照
ら
す
大
燈
籠 

八
反
地
四
百
四
十
二
番
地
の
旧
長
尾
街
道
南
側
沿
い
に
あ

る
金
毘
羅
燈
籠
は
、
万
延
年
間
に
建
立
を
と
読
め
る
文
字

が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
風
化
し
読
み
取
れ
な
い
。
今
か
ら

百
五
十
年
昔
の
江
戸
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。 

 

こ
の
時
代
は
庶
民
の
間
で
こ
ん
ぴ
ら
信
仰
が
流
行
し
た

時
代
で
、
通
行
手
形
を
も
ら
っ
て
他
国
の
お
伊
勢
さ
ん
参
り
や
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
参
り
、
京
都
の
伏
見
稲
荷

参
り
は
庶
民
の
唯
一
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。 

 

讃
岐
の
金
毘
羅
道
五
街
道
の
一
つ
で
あ
る
長
尾
街
道
は
遠
く
阿
波
の
国
や
畿
内
か
ら
来
る
歩
き
遍
路
で

賑
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

八
反
地
の
金
毘
羅
燈
籠
は
五
街
道
の
中
で
も
丸
亀
港
福
島
の
太
助
燈
籠
の
次
に
二
番
目
に
大
き
な
燈
籠

と
し
て
当
時
有
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
燈
籠
の
上
端
部
分
の
宝
珠
は
御
神
酒

お

み

き

徳
利

と
っ
く
り

の
形
を
し
て
い
る
。
こ
れ

は
宇
宙
に
神
酒
を
奉
る
酒
器
を
か
た
ど
る
。
先
端
に
は
穴
が
開
い
て
い
る
。
即
ち
宇
宙
の
神
々
に
諸
々

も
ろ
も
ろ

の
厄や

く

を
祓は

ら

う
祈
り
を
込
め
た
も
の
で
鬼
門
の
方
角
向
い
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
灯
篭
の
道
路
に
向
か
っ
て
「
聖
」

金毘羅燈籠 
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の
字
が
、
ま
た
東
側
に
は
「
白
」
、
南
側
に
は
「
八
」
、
西
側
に
は
「
金
」
の
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
「
聖
」
は
即
ち
聖
の
諸
天
菩
神
を
意
味
し
「
八
」
は
八
幡
神
社
を
「
金
」
は
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
の
方
角
を

示
す
道
標

み
ち
し
る
べ

の
役
目
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。 

燈
籠
の
南
側
に
は
、
石
の
階
段
が
付
い
て
い
て
、
薄
暮
に

な
る
と
お
灯
明
を
階
段
か
ら
上
が
っ
て
灯
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
燈
籠
は
初
め
近
く
の
塚
の
上
に
建
っ
て
い
た
の
を
現
在
地
に
移
転
し
た
も
の
と
い
う
。 

 ５ 

水
田
尋
常
高
等
小
学
校
跡 

所

在

地 
 

（
当
時
）
木
田
郡
山
崎
村
字
水
田 

創 
 

 

立 
 

明
治
二
十
年
（
１
８
８
７
年
）
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

月
一
日 

経 
 

 

緯 
 

明
治
五
年
（
１
８
７
２
年
）
の
学
制 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発
布
に
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 

下
田
井
村
の
成
達
小
学
校 

 
 

 
 

 
 

 

山
崎
村
の
米
山
小
学
校 

 
 

 
 

 
 

 

元
山
村
の
習
用
小
学
校 

 
 

 
 

 
 

 

の
三
校
が
合
併
し
て
明
治
三
十
一
年
（
１
８
９
８
年
）
八
月
こ
の
地
に
水
田
尋
常
小
学

水田尋常・高等小学校跡碑 
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校
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
年
）
四
月
に
高
等
科
が
併
置

さ
れ
水
田
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
め
ら
れ
た
。 

敷

地

面

積 
 

当
時
の
敷
地
面
積
千
八
百
五
十
九
坪
（
約
五
千
六
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
） 

児
童
生
徒
数 

 

尋
常
科 

四
百
八
十
四
名 

 

高
等
科 

百
十
二
名 

校

築

移

転 
 

昭
和
十
二
年
（
１
９
３
７
年
）
八
月
、
現
在
地
の
川
添
村
大
字
山
崎
字
本
村
へ
移
転 

記
念
碑
建
立 

 

平
成
三
年
（
１
９
９
１
年
）
四
月
十
二
日
水
田
尋
常
高
等
小
学
校
創
立
百
周
年
を
記
念

し
て
建
立
さ
れ
た
。 

主
な
卒
業
生 

 

川
島 

猛
氏
（
彫
刻
家
） 

穴
吹
夏
次
氏
（
穴
吹
工
務
店
元
社
長
）
な
ど
多
数
排
出
し

て
い
る
。 

【
水
田
尋
常
小
学
校
跡
の
碑
】 

 

（
高
松
市
東
山
崎
町
字
水
田
四
三
四
番
地
三
新
設
高
松
東
道
路
脇
設
置
） 

沿
革 

明
治
五
年
の
学
制
発
布
に
よ
り
設
立
さ
れ
て
き
た
下
田
井
村
の
成
達
小
学
校 

山
崎
村
の
米
山
小
学
校
と
元
山
村
の
習
用
小
学
校
の
三
校
が
明
治
二
十
年
四
月
に
合
併
し
て
こ
の
地
に
水

田
尋
常
高
等
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た 

明
治
四
十
一
年
四
月
高
等
科
を
併
置
し
水
田
尋
常
高
等
小
学
校
と

な
っ
た
。 

本
校
は
弟
子
共
に
勉
学
に
勤
し
み 

そ
の
教
育
成
果
は
他
校
に
秀
で 
県
下
に
名
声
を
博
し 

ひ
と
し
く
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村
民
の
誇
り
で
あ
っ
た
。 

昭
和
十
二
年
八
月
川
添
村
大
字
山
崎
字
本
村
へ
移
転
し 

昭
和
十
三
年
四
月
よ
り
川
添
村
立
川
添
尋
常
高

等
小
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。 

昭
和
十
二
年
当
時
校
地
面
積
は
一
八
五
九
坪 

児
童
生
徒
数
は
尋
常
科
四
八
四
名
高
等
科
一
一
二
名
で
あ

っ
た 

こ
の
碑
は 

高
松
市
立
川
添
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
建
立
す
る 

平
成
三
年
四
月
吉
日 

題
字
杏
邨 

安
部
一
郎 

 

川
添
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

 

６ 

香
伯
橋
（
平
家
落
人
伝
説
の
地
） 

 

平
家
一
門
が
都
を
発
っ
て
西
国
を
流
浪
し
、
一
の
谷
、
屋
島
壇
の
浦
、

長
門
壇
の
浦
と
各
地
の
合
戦
場
で
戦
死
、
ま
た
脱
落
す
る
者
等
が
続
出

し
、
京
都
を
出
る
と
き
八
千
名
余
の
大
集
団
で
あ
っ
た
平
家
勢
も
、
滅

亡
の
地
で
運
命
を
共
に
し
た
人
の
数
は
数
百
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い

う
。
戦
い
の
場
か
ら
落
ち
の
び
た
人
達
は
源
氏
の
追
っ
手
の
目
か
ら
逃

れ
る
た
め
に
山
深
い
奥
地
に
潜
り
こ
ん
で
棲
み
付
い
た
り
、
途
中
で
行

香  伯  橋 
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倒
れ
と
な
っ
た
り
、
漁
師
や
百
姓
に
か
く
ま
わ
れ
て
そ
の
妻
と
な
っ
た
者
な
ど
そ
の
数
は
知
れ
な
い
。
こ

れ
に
ま
つ
わ
る
落
人
伝
説
は
四
国
や
九
州
の
各
地
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
元
山
町
香
伯
集
落
に
伝
わ
る

落
人
伝
説
は
、
今
か
ら
八
百
十
年
余
の
昔
、
屋
島
の
源
平
の
戦
い
に
敗
れ
、
奥
地
に
逃
れ
る
た
め
に
こ
の

地
に
辿
り
着
い
た
平
家
の
女
官
、
平
香
伯
が
、
力
尽
き
て
一
行
と
別
れ
て
隠
れ
棲
み
、
間
も
な
く
そ
の
生

涯
を
閉
じ
た
。
こ
れ
を
憐
れ
に
思
っ
た
里
人
達
が
こ
の
地
に
葬
っ
た
と
い
う
。
こ
の
女
官
の
名
前
が
語
り

継
が
れ
て
地
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
（
古
老
の
話
）
。
し
か
し
、
今
で
は
そ
の
墓
も
塚
も
定
か
で
な
い
。 

吉
川
英
治
作
新
平
家
物
語
の
一
節 

祇
園
精
舎
の
鐘
の
声 

諸
行
無
常
の
響
き
あ
り 

沙
羅
双
樹
の
花
の
色 

盛
者
必
衰
の
理
を
現
す
。 

奢
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず 

た
だ
春
の
夜
の
夢
の
如
し
。 

 
 

 
 

猛
き
者
も
遂
に
は
滅
び
ぬ 

偏
に
風
の
前
の
塵
に
お
な
じ
。 
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７ 

春
日
川
と
川
市 

 

春
日
川
は
、
二
級
河
川
新
川
水
系
の
一
次
支
川
に
属
す
る
。 

延
長
は
十
五
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
流
域
面
積
は
六
十
二
・

九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

高
松
市
東
植
田
町
菅
沢

す
げ
ざ
わ

付
近
を
源
流
と
す
る
六
つ
の
支

流
を
集
め
て
木
太
町
の
北
端
の
河
口
に
至
り
瀬
戸
内
海
に
注

ぐ
。
現
在
の
下
流
の
流
路
は
一
定
で
あ
る
が
、
古
来
よ
り
洪

水
の
た
び
に
流
路
が
変
化
し
海
岸
線
が
明
確
で
な
い
低
湿
地

帯
で
あ
り
、
災
害
と
防
災
工
事
の
歴
史
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
。
春
日
川
橋
の
川
原
か
ら
川
島
本
町
の
間
で
流
れ
灌
頂

か
ん
じ
ょ
う

の
灌
頂
市
が
毎
年
開
か
れ
て
い
る
。 

川
市
と
流
れ
灌
頂 

 

孝
明
天
皇
の
嘉
永
年
間
（
１
８
４
８
年
～
１
８
５
４
年
）
と
い
う
か
ら
１
５
０
年
位
昔
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

春
日
川
の
土
手
下
で
子
供
が
遊
ん
で
い
て
、
牛
の
骨
を
拾
っ
た
。
子
供
た
ち
は
そ
れ
を
真
ん
中
に
置
い

て
、
「
な
ん
ま
い
だ
、
な
ん
ま
い
だ
」
と
念
仏
を
唱
え
て
百
万
遍
遊
び
を
し
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
夜
子
供
の
親
の
夢
枕
に
大
き
な
牛
が
現
れ
て
「
今
日
川
原
で
子
供
た
ち
に
あ
り
が
た

い
供
養
を
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
で
成
仏
で
き
ま
す
」
と
礼
を
言
っ
た
と
い
う
。 

昭和４０年頃の川市 
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驚
い
た
親
た
ち
は
、
翌
日
高
松
城
下
片
原
町
の
清
光
寺
の
住
職

に
こ
の
話
を
す
る
と
、
「
そ
れ
は
死
ん
だ
牛
の
魂
が
成
仏
で
き
ず

に
迷
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
流
れ
灌
頂
を
し
た
ら
よ
い
」
と
い
う
の

で
、
早
速
手
厚
く
供
養
し
た
と
い
う
。
こ
の
日
が
旧
四
月
十
八
日

だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
毎
年
流
れ
灌
頂
を
す
る
事
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
春
日
川
の
流
れ
灌
頂
の
始
ま
り
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
後

日
、
春
日
寺
の
寺
島
竜
昇
住
職
が
高
松
片
原
町
の
清
光
寺

せ

い

こ

う

じ

の
先
代

住
職
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る
。 

ま
た
一
説
に
は
天
正
時
代
の
は
じ
め
頃
に
大
洪
水
で
多
く
の

人
や
家
畜
の
犠
牲
が
出
て
、
そ
の
供
養
の
た
め
に
灌
頂
市
が
始
め

ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

春
日
川
の
上
流
川
添
橋
下
で
の
元
山
市
（
五
月
二
十
日
）・
川
久
保
市
（
五
月
二
十
二
日
）・
川
島
市
（
五

月
二
十
五
日
）
は
春
日
川
川
市
（
五
月
十
八
日
）
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
流
れ
灌
頂
は
、
三
年
後
に
清
光
寺
の
誼ぎ

皇こ
う

と
い
う
住
職
が
、
東
浜
の
香
具
師

や

し

に
相

談
し
て
、
農
具
な
ど
を
中
心
に
し
た
川
市
を
開
く
よ
う
に
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

春日川の川市 
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流
れ
灌
頂
と
は 

災
害
や
洪
水
で
非
業
の
死
を
遂
げ
た
人
や
動
物
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
輪
廻
解
脱
（
迷
い
か
ら
覚
め
て

成
仏
さ
せ
る
）
の
た
め
に
行
う
供
養
（
供
物
を
し
て
お
念
仏
を
唱
え
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
）
の
こ
と
。 

春
日
川
で
は
、
嘉
永
年
間
（
い
ま
か
ら
約
百
六
十
年
前
）
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
方
法
は
河
原
に
木
材

で
祭
壇
を
作
り
阿
弥
陀
如
来
像
を
祀
っ
て
お
供
物
を
す
る
。
そ
こ
で
僧
侶
の
読
経
に
合
わ
せ
て
地
元
の

人
々
が
念
仏
を
唱
え
、
経
木
に
戒
名
を
書
い
た
お
札
を
川
に
流
す
と
死
者
は
成
仏
で
き
る
と
言
う
仏
教
儀

礼
で
あ
る
。 

８ 
大
藪
晴
彦
住
居
跡 

 
 

所
在
地 
高
松
市
元
山
町 

 

元
山
町
を
東
進
す
る
と
、
春
日
川
に
架
か
る
元
山
橋
に
出
る
。
そ
の
手
前
百
メ

ー
ト
ル
の
北
側
に
、
福
井
興
業
㈱
の
二
階
建
家
が
見
え
る
。
そ
の
北
側
、
旧
道
に

面
し
た
家
が
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
作
家
・
大
藪
春
彦
の
実
家
で
、
昭
和
三
十
三
年
、

早
稲
田
大
学
在
学
中
の
夏
、
こ
こ
で
処
女
作
「
野
獣
死
す
べ
し
」
を
書
き
、
同
人
誌
に
発
表
し
た
。
こ
れ

が
江
戸
川
乱
歩
に
よ
り
「
宝
石
」
に
転
載
さ
れ
、
推
理
作
家
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
タ
フ
で
非
情

な
主
人
公
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
中
心
。
か
れ
の
代
表
作
に
「
黒
豹
の
鎮
魂
歌
」
（
昭
和
４
５
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～
５
０
年
）
「
戦
士
の
挽
歌

バ
ラ
ー
ド(

昭
和
５
５
～
５
６
年)

が
あ
る
。 

 
大
藪
春
彦
は
、
昭
和
十
年
二
月
朝
鮮
の
京
城
で
生
ま
れ
、
敗
戦
で
祖
母
の
い
る
善
通
寺
に
引
き
揚
げ
た
。

父
が
新
制
高
校
の
物
理
教
師
だ
っ
た
の
で
、
父
の
転
勤
に
伴
い
小
、
中
学
校
を
転
校
し
た
。
前
田
村
中
塚

に
住
み
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
前
田
中
学
校
を
卒
業
、
木
田
高
校
（
現
県
立
東
高
校
）
へ
入
学
し
た
が
、

こ
こ
で
は
一
学
期
間
だ
け
だ
っ
た
。
一
家
が
川
添
村
元
山
（
元
山
町
）
に
転
居
し
た
か
ら
で
あ
る
。
学
区

制
で
高
松
一
高
に
転
校
し
た
彼
は
、
教
室
の
窓
が
彼
の
出
入
口
で
あ
り
、
栗
林
公
園
を
訪
れ
る
修
学
旅
行

生
と
遊
ん
だ
と
か
多
様
な
話
題
が
あ
る
。 

 

「
小
説
家
が
住
ん
で
い
た
と
は
、
ほ
と
ん
ど
地
元
で
は
知
ら
な
か
っ
た
。
」
（
付
近
の
人
た
ち
の
話
）
く

ら
い
で
、
た
だ
、
木
田
高
校
で
彼
の
父
に
教
わ
っ
た
讃
岐
文
学
主
宰
の
故
永
田
敏
之
氏
は
「
同
じ
地
に
住

ん
で
い
て
よ
く
会
っ
た
が
、
い
つ
も
蒼
ざ
め
た
顔
を
し
て
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
な
ど
の
本
を
手
に
し
て
い

た
。
」
と
語
っ
て
い
る
。
従
姉
の
劇
作
家
大
藪
郁
子
も
木
田
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
。 

 

大
藪
の
住
家
は
、
春
日
川
西
堤
防
に
近
く
、
川
添
橋
か
ら
北
西
へ
旧
長
尾
街
道
を
約
百
メ
ー
ト
ル
の
地

点
に
あ
っ
た
。
今
は
家
屋
も
な
く
空
き
地
に
な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。 

 

９ 

大
熊
城
跡 

所
在  

高
松
市
元
山
町 
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高
松
市
元
山
町
に
は
、
「
中
世
」
の
戦
国
時
代
の
昔
、
「
大
熊
城
」
と
い
う
名
の
城
が
あ
っ
た
と
の
言
い

伝
え
が
あ
る
。
し
か
し
、
今
そ
の
跡
ら
し
い
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
が
単
な
る
伝
説
と
も
思
わ
れ
な
い
。 

こ
こ
、
元
山
町
は
、
倭
名
抄
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
「
毛
止

も

と

夜や

万ま

」
と
い
う
地
名
で
出
て
い
る
。

こ
の
地
方
は
、
相
当
早
く
か
ら
拓
け
た
土
地
ら
し
い
。 

一
、
全
讃
史
（
高
松
藩
時
代
の
儒
学
者
・
中
山
城
山
著
）
に
よ
れ
ば
、
「
紀
州
熊
野
大
権
現
」
（
元
山
村
在
）

天
文
年
間
（
１
５
５
０
年
代
）
大
熊
丹
後
守 

清
助 

祠
建
立
」
と
あ
る
。 

    

大
熊
丹
後
守
は
、
紀
州
熊
野
の
人
で
あ
る
が
、
讃
岐
国
山
田
郡
本
山
郷
に
家
臣
と
共
に
移
り
住
み
、

紀
州
か
ら
熊
野
大
権
現
を
勧
請
し
て
一
族
の
守
護
神
と
し
た
。 

    

本
山
郷
は
、
藩
政
時
代
に
入
っ
て
か
ら
元
山
村
と
な
っ
た
。 

    

大
熊
と
い
う
地
名
は
、
そ
の
小
字

こ

あ

ざ

で
あ
っ
た
よ
う
で
、
今
も
東
大
熊
、
西
大
熊
、
北
大  

熊
、
中
大

熊
に
四
区
分
さ
れ
て
い
る
。 

    

そ
の
位
置
は
、
春
日
川
か
ら
県
道
高
松
～
大
内
線
（
通
称 

新
長
尾
街
道
）
の
辺
り
ま
で
の
区
域
を 

東
大
熊
、
こ
れ
よ
り
西
の
木
太
町
今
村
境
ま
で
を
西
大
熊
、
県
道
高
松
～
長
尾
線
の
両
側
を
中
大
熊
、 

末
宗
上 

、
末
宗
下
を
北
大
熊
に
区
分
し
て
い
る
。
こ
の
地
名
は
、
今
も
土
地
台
帳
に
残
っ
て
い
る
。 

二
、
大
熊
城
跡
（
根
拠
） 

    

大
熊
城
跡
が
あ
っ
た
位
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
明
確
に
特
定
で
き
る
文
献
等
は
残
っ
て
い
な
い
。 
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古
老
の
話
に
よ
る
と
、
現
在
の
「
こ
と
で
ん
元
山
駅
」
一
帯
に
あ
っ
た
の
で
は
と
い
う
。
そ
の
根
拠

と
し
て
、
元
山
駅
の
西
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
道
路
地
点
の
県
営
元
山
団
地
入
口
の
川
底
改
修
工
事
中
、

削
岩
機
の
先
端
が
大
き
な
石
に
突
き
当
た
り
、
不
審
に
思
っ
た
現
場
監
督
が
、
地
元
の
郷
土
史
家
に
調

べ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
「
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
位
置
な
ど
か
ら
見
て
こ
れ
は
大
熊
城
の
石

垣
の
一
部
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。 

 
 

ま
た
元
山
駅
の
東
六
十
メ
ー
ト
ル
位
の
旧
長
尾
街
道
沿
い
東
側
に
「
大
熊
城
主
大
野
備
前
守
の
屋
敷

跡
」
と
言
わ
れ
る
土
地
が
あ
る
。
そ
の
一
角
に
「
若
宮
さ
ん
」
と
い
う
小
祠
が
祀
ら
れ
て
い
た
が
今
は

熊
野
神
社
境
内
に
移
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

 
 

熊
野
神
社
は
大
熊
城
を
築
い
た
大
熊
丹
後
守
清
助
が
紀
州
熊
野
三
山
の
一
つ
熊
野
本
社
の
神
霊
を
大

熊
城
の
鬼
門
神
と
し
て
奉
祀
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
大
熊
城
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
。 

三
、
桃
千
代
丸
伝
説
と
大
熊
城 

    

甲
斐
の
国
主
、
武
田
信
玄
は
、
信
濃
平
定
の
余
勢
を
か
っ
て
京
を
目
指
し
た
が
、
そ
の
途
上
で
病
に

甍
れ
た
。
そ
の
子
勝
頼
の
時
代
守
勢
に
転
じ
た
が
、
織
田
軍
の
猛
攻
に
あ
っ
て
遂
に
天
目
山
で
そ
の
子

信
勝
と
共
に
自
害
し
た
。
勝
頼
に
は
長
子
信
勝
の
下
に
異
母
弟
の
桃
千
代
丸
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

桃
千
代
丸
は
、
武
田
信
玄
の
孫
に
当
た
る
。 
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桃
千
代
丸
は
、
そ
の
時
、
ま
だ
幼
少
の
た
め
、
信
玄
の
竹
馬
の
友
で
あ
る
秩
父
山
中
恵
林
寺
の
和
尚  

  

快か
い

川せ
ん

に
預
け
ら
れ
た
が
、
織
田
・
豊
臣
氏
の
追
求
の
手
が
厳
し
く
、
血
筋
を
守
る
た
め 

十
七
、
八
名
の

家
臣
団
に
護
ら
せ
て
乳
母
の
地
「
讃
岐
」
に
逃
し
た
。 

    
讃
岐
国
山
田
郡
本
山
郷
の
大
熊
城
の
大
熊
丹
後
守
弾
正
を
頼
っ
た
桃
千
代
丸
と
母
蘭
溪
は
城
に
か
く

ま
わ
れ
た
が
、
追
っ
手
の
追
及
か
ら
逃
が
す
た
め
室
山
城
（
栗
林
公
園
の
借
景 

紫
雲
山
の
南
側
ピ
ー

ク
一
帯
）
の
城
主
坂
田
権
之
丞
に
預
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
も
安
住
の
地
で
な
く
な
り
、
遂
に
僧

職
に
身
を
変
え
て
由
佐
の
西
光
寺
に
入
っ
て
祖
霊
を
弔
っ
た
。
西
光
寺
に
は
、
今
も
桃
千
代
丸
が
礼
拝

し
た
信
玄
、
勝
頼
の
位
牌
（
模
写
）
が
あ
る
と
い
う
。
長
じ
て
、
桃
千
代
丸
は
久
米
山
に
移
り
、
山
上

に
諏
訪
大
明
神
を
祀
り
社
僧
と
し
て
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
と
い
う
。 
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１０ 

熊
野
神
社 

 
 

 

所
在
地 

高
松
市
元
山
町
元
山
下 

祭
神 

 

ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト 

ケ
ツ
ミ
コ
ノ
カ
ミ
（
家
津
御
子
神
） 

天
照
大
神 

 

大
熊
城
主
「
大
熊
丹
後
守
・
清
助
」
が
勧
請
し
て
建
立
し
た
と
い
わ
れ
る
熊
野
神
社
は
、
大
熊
城
跡
の

北
西
約
三
百
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
琴
電
長
尾
線
の
西
側
約
五
十
メ
ー
ト
ル
に
在
る
。 

 

な
お
、
讃
州
府
記
に
よ
れ
ば
、
紀
州
熊
野
の
住
人
大
熊
弾
正
、
天
正
三
年
（
１
５
７
５
年
）
九
月
寄
進

と
の
記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に
天
正
十
年
（
１
５
８
２
年
）
兵
火
に
よ
り
焼
失
。
そ
の
後
、
兵
乱
を
経
て
三

谷
彦
兵
衛
再
興
す
、
と
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
熊
野
神
社
は
、
大
熊
丹
後
守
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
兵
乱
の
た

め
焼
失
。
再
び
も
と
の
位
置
に
再
建
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
熊
野
神
社
は
大
熊
城

の
守
護
神
と
し
て
、
ま
た
そ
の
鬼
門
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

現
在
、
熊
野
神
社
の
東
側
に
は
、
乗
馬
場
跡
、
ま
た
南
側
に
は
弓
の
射
場
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

元
山
町
周
辺
に
は
熊
野
姓
と
か
大
熊
姓
が
多
い
が
、
そ
の
先
祖
は
紀
州
熊
野
か
ら
ご
神
体
に
付
き
添
っ

て
き
た
神
官
や
大
熊
丹
後
守
の
家
臣
な
ど
で
あ
っ
た
人
々
も
多
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。 

 


